
中間取りまとめにおいて保留とされた事項について 

〇 関係府省による取組に進展があった事項とその対処方針案 

（１）社会教育調査

ア 保留とされた事項

Ｐ 社会教育調査における学習内容の分類（小分類）の統廃合及び細分化については、

平成30年度調査から新たな分類を採用することに向け、平成29年度中に、小分類区

分の統廃合や細分化に関する具体化を進めていることから、その結果を踏まえ、次

期基本計画における最終的な対応を整理する。（文部科学省） 

イ 対応状況

本事項については、文部科学省において、調査計画の変更承認申請に向けた素案（参考１）

を作成し、総務省との調整を開始するなど、平成29年度中に小分類区分の統廃合や細分化に

関する具体化が達成できる見込み。 

ウ 対処方針案

本事項については、取組達成に向けた所要の対応が講じられているものと考えられるこ

とから、次期基本計画の具体的施策に盛り込む必要性は乏しいのではないか。 

（２）賃金構造基本統計調査

ア 標本設計に関する詳細な情報や企業規模別・産業別等の回収率の提供

（ア） 保留とされた事項

Ｐ 賃金構造基本統計調査の標本設計に関する詳細な情報や企業規模別・産業別等の回

収率の提供については、平成29年度中の早期にウェブサイトに掲載することとして

いることから、その対応状況を踏まえ、次期基本計画における対応を整理する。（厚

生労働省） 

（イ） 対応状況

本事項については、平成29年６月に、厚生労働省のウェブサイトに掲載済み（参考２

参照）。 

（ウ） 対処方針案

本事項については、所要の対応が講じられたものと考えられることから、次期基本計

画の具体的施策に盛り込む必要性は乏しいのではないか。 

イ 賃金構造基本統計と毎月勤労統計との役割の相違の情報提供

（ア） 保留とされた事項

Ｐ 賃金構造基本統計（構造統計）と毎月勤労統計（動態統計）との役割の相違につい

ては、平成29年度中にウェブサイトにおける情報提供を開始することとしているこ

とから、その対応状況を踏まえ、次期基本計画における対応を整理する。（厚生労

働省） 

（イ） 対応状況

本事項については、平成29年10月から、厚生労働省のウェブサイトにおいて情報提供
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を開始した（参考３参照）。 

（ウ） 対処方針案

本事項については、所要の対応が講じられたものと考えられることから、次期基本計

画の具体的施策に盛り込む必要性は乏しいのではないか。 

ウ 新たな分布表のオーダーメード集計での提供

（ア） 保留とされた事項

Ｐ 賃金構造基本統計調査における新たな分布表のオーダーメード集計での提供につ

いては、平成29年度から提供を開始できるよう（独）統計センターと調整中であり、

その対応状況を踏まえ、次期基本計画における対応を整理する。（厚生労働省） 

（イ） 対応状況

本事項については、平成29年９月から、新たな分布表のオーダーメード集計の提供を

開始した（参考４）。 

（ウ） 対処方針案

本事項については、所要の対応が講じられたものと考えられることから、次期基本計

画の具体的施策に盛り込む必要性は乏しいのではないか。 
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賃金構造基本統計調査

平成28年産業、事業所規模別母集団数、標本数、回収率等 [43KB]  

参考情報

産業、事業所規模別母集団数、標本数、回収率等

1/1 ページ賃金構造基本統計調査 参考情報｜厚生労働省

2017/10/25http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/chinginkouzou_sankou.html
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（調査対象計）

抽出時 調査時
① ② ③ ②÷①×100

産業計 1,429,579 78,095 57,657 57,657 73.8
C 鉱業，採石業，砂利採取業 845 399 309 305 77.4
D 建設業 137,825 2,615 2,028 2,052 77.6
E 製造業 180,788 13,330 10,376 10,408 77.8
F 電気・ガス・熱供給・水道業 3,647 1,370 1,239 1,244 90.4
G 情報通信業 25,346 2,342 1,716 1,730 73.3
H 運輸業，郵便業 73,086 4,496 3,364 3,394 74.8
I 卸売業，小売業 342,189 9,771 7,049 7,034 72.1
J 金融業，保険業 39,726 5,384 4,669 4,674 86.7
K 不動産業，物品賃貸業 27,795 4,489 3,168 2,949 70.6
L 学術研究，専門・技術サービス業 45,543 2,737 2,079 2,057 76.0
M 宿泊業，飲食サービス業 159,760 7,400 4,221 4,223 57.0
N 生活関連サービス業，娯楽業 57,419 5,742 3,594 3,596 62.6
O 教育，学習支援業 37,742 4,649 3,423 3,430 73.6
P 医療，福祉 204,547 3,912 3,198 3,367 81.7
Q 複合サービス事業 8,291 1,606 1,413 1,439 88.0
R サービス業（他に分類されないもの） 85,030 7,853 5,811 5,755 74.0

（注１）②の回答事業所数は抽出時点の産業、③の回答事業所数は調査時点の産業に基づいて集計した。

（注２）産業は、日本標準産業分類（平成25年10月改定）による。

（調査対象計）

抽出時 調査時
① ② ③ ②÷①×100

事業所規模計 1,429,579 78,095 57,657 57,657 73.8

15,000人以上 2 2 2 2 100.0

5,000～14,999人 49 47 44 37 93.6

1,000～4,999人 1,526 990 835 718 84.3

500～999人 3,733 2,012 1,688 1,476 83.9

100～499人 53,163 10,334 8,411 8,099 81.4

30～99人 234,218 20,393 16,086 16,065 78.9

10～29人 717,447 32,552 23,725 23,801 72.9
5～9人 419,441 11,765 6,866 7,459 58.4

（注）②の回答事業所数は抽出時点の事業所規模、③の回答事業所数は調査時点の事業所規模に基づいて集計した。

平成28年賃金構造基本統計調査
産業、事業所規模別母集団数、標本数、回収率等

回収率
（％）

母集団
事業所数

標本
事業所数

回収率
（％）

回答事業所数

回答事業所数

母集団
事業所数

標本
事業所数
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（常用労働者を10人以上雇用する民営事業所）

抽出時 調査時
① ② ③ ②÷①×100

産業計 1,008,339 65,881 50,376 49,783 76.5
C 鉱業，採石業，砂利採取業 543 274 236 225 86.1
D 建設業 70,055 2,109 1,724 1,626 81.7
E 製造業 126,412 10,201 8,402 8,442 82.4
F 電気・ガス・熱供給・水道業 2,411 934 861 879 92.2
G 情報通信業 19,610 1,899 1,453 1,486 76.5
H 運輸業，郵便業 63,056 3,809 2,930 2,970 76.9
I 卸売業，小売業 259,329 8,228 6,167 6,074 75.0
J 金融業，保険業 36,866 4,988 4,426 4,437 88.7
K 不動産業，物品賃貸業 18,460 3,994 2,913 2,629 72.9
L 学術研究，専門・技術サービス業 24,439 2,238 1,755 1,696 78.4
M 宿泊業，飲食サービス業 113,382 6,511 3,917 3,812 60.2
N 生活関連サービス業，娯楽業 41,771 5,224 3,362 3,254 64.4
O 教育，学習支援業 29,730 3,636 2,868 2,921 78.9
P 医療，福祉 132,634 3,274 2,725 2,878 83.2
Q 複合サービス事業 8,056 1,428 1,280 1,306 89.6
R サービス業（他に分類されないもの） 61,585 7,134 5,357 5,148 75.1

（注１）②の回答事業所数は、抽出時点において常用労働者を10人以上雇用する民営事業所について、抽出時点の産業に
　　基づいて集計した。

（注２）③の回答事業所数は、調査時点において常用労働者を10人以上雇用する民営事業所について、調査時点の産業に
　　基づいて集計した。

（注３）産業は、日本標準産業分類（平成25年10月改定）による。

（常用労働者を10人以上雇用する民営事業所）

抽出時 調査時
① ② ③ ②÷①×100

事業所規模計 1,008,339 65,881 50,376 49,783 76.5

15,000人以上 2 2 2 2 100.0

5,000～14,999人 49 47 44 37 93.6

1,000～4,999人 1,497 968 816 696 84.3

500～999人 3,646 1,977 1,655 1,446 83.7

100～499人 52,810 10,263 8,341 8,032 81.3

30～99人 233,778 20,261 15,960 15,932 78.8
10～29人 716,557 32,363 23,558 23,638 72.8

（注１）②の回答事業所数は、抽出時点において常用労働者を10人以上雇用する民営事業所について、抽出時点の
　　事業所規模に基づいて集計した。

（注２）③の回答事業所数は、調査時点において常用労働者を10人以上雇用する民営事業所について、調査時点の
　事業所規模に基づいて集計した。

母集団
事業所数

標本
事業所数

回収率
（％）

母集団
事業所数

標本
事業所数

回収率
（％）

回答事業所数

回答事業所数
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賃金構造基本統計調査

厚生労働省では、賃金に関する基幹統計調査として「賃金構造基本統計調査」と「毎月勤労統計調査」を行っています。いずれも労働者の賃金や労働時間

を調べていますが、調査目的が違い、作成される統計が異なっているため、用途に応じ使い分けます。

賃金構造基本統計調査は、賃金構造の実態を詳細に把握するための調査です。労働者の雇用形態、就業形態、職種、性、年齢、学歴、勤続年数、経験年

数等の属性別に賃金等を明らかにします。毎年６月分の賃金（賞与については前年１年間）について同年７月に調査を実施し、その結果については、翌年２

月に公表しています。

毎月勤労統計調査は、賃金、労働時間及び雇用の毎月の変動を把握するための調査です。産業別、就業形態別の賃金等を毎月明らかにします。調査の

結果については、翌々月上旬に速報、その半月後に確報として公表しています。

通常、労働者全体の賃金の水準や増減の状況をみるときは毎月勤労統計調査を用います。毎月勤労統計調査は、特定の年の水準を100とする指数や季

節による変動を取り除いた季節調整値も公表しています。

一方、男女、年齢、勤続年数や学歴などの属性別にみるとき、また、賃金の分布をみるときは、賃金構造基本統計調査を用います。

賃金構造基本統計調査と毎月勤労統計調査の相違については、下記の比較表もご覧ください。各調査のさらに詳しい情報は、以下のＵＲＬ（各調査のサイ

ト）をご参照ください。

（参考）比較表

賃金構造基本統計調査 http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/chinginkouzou.html

毎月勤労統計調査 http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/30-1.html

賃金構造基本統計調査 毎月勤労統計調査

（全国調査及び地方調査）

調査の対象 常用労働者５人以上の民営事業所（ただし、常用労働者５～

９人の事業所は企業規模５～９人の事業所に限る。）及び常

用労働者10人以上の公営事業所（行政執行法人又は地方公

営企業等に限る。）なお、農林漁業及び行政事務を行う官公

署などの公務の事業所は除く。

常用労働者５人以上の民営及び公営事業所。なお、農林漁

業及び行政事務を行う官公署などの公務の事業所は除く。

抽出方法 事業所を第１次抽出単位、労働者を第２次抽出単位とする

層化二段抽出法による。

なお、労働者抽出は、抽出された事業所において産業・規模

別に定められた抽出率に従い事業所が行う。

事業所は毎年抽出替えを行う。

事業所規模30人以上は、事業所を単位とする層化抽出法に

よる。

事業所規模５～29人は、調査区を第１次抽出単位、事業所

を第２次抽出単位とする層化二段抽出法による。

事業所は３年間（常用労働者５～29人の事業所は18か月

間）継続して調査を行う。

調査の方法 ・事業所及び労働者個人に関する調査

事業所に関する調査では雇用形態別の労働者数等につい

て、労働者個人に関する調査では、賃金、労働時間等を抽出

された労働者ごとに調べる。

・事業所に関する調査のみ

事業所の労働者の人数、賃金支払総額及び延べ労働時間

を調べる。

調査結果の推計方

法

事業所及び個人の抽出率の逆数を用いた復元倍率による

線形推計

回収した調査票の労働者数の合計と前月調査結果の推計

労働者数から算出した比率を用いた比推定

主な統計 【一般労働者】

産業、企業規模、雇用形態、性、年齢階級、学歴、勤続年

数、職種、役職、経験年数、都道府県別

・きまって支給する現金給与額

・所定内給与額

・年間賞与その他特別給与額

・所定内実労働時間数

・超過実労働時間数

・所定内給与階級別労働者数及び所定内給与額の分布特

性値

など

産業別、事業所規模別、一般労働者及びパートタイム労働

者別

・一人平均月間現金給与額

・一人平均月間実労働時間数

・労働者数

・名目賃金指数及びその増減率

・実質賃金指数及びその増減率

・労働時間指数及びその増減率

・常用雇用指数及びその増減率

・パートタイム労働者比率

など

参考情報

賃金構造基本統計調査と毎月勤労統計調査の相違について

1/2 ページ賃金構造基本統計調査 参考情報｜厚生労働省

2017/10/25http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/chinginkouzou_sankou_a.html
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【短時間労働者】

産業、企業規模、雇用形態、性、年齢階級、勤続年数、職

種、都道府県別

・実労働日数

・１日当たり所定内実労働時間数

・１時間当たり所定内給与額

・年間賞与その他特別給与額

・１時間当たり所定内給与階級別労働者数

・１時間当たり所定内給与額の分布特性値

【臨時労働者】

産業、企業規模、性、年齢階級、職種別

・実労働日数

・１日当たり所定内実労働時間数

・１日当たり超過実労働時間数

・１時間当たりきまって支給する現金給与額

・１時間当たりきまって支給する現金給与額階級別労働者数

・１時間当たりきまって支給する現金給与額の分布特性値

※特に記載の無い項目は月間（６月分）の数値である。

2/2 ページ賃金構造基本統計調査 参考情報｜厚生労働省

2017/10/25http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/chinginkouzou_sankou_a.html

8



平成 18～27 年賃金構造基本統計調査に係るオーダーメード集計の仕様変更について 

【 変更理由 】 

分布表の充実についての要望が高いことから、組合せ（クロス）に選択する階級区分の種類

を拡充し、賃金階級区分についても高位の階級をより細分化したものを新たに提供します。 

【 仕様変更概要 】 

○集計項目

超過労働給与額（きまって支給する現金給与額から所定内給与額を差し引いた額）を追加 

○分類一覧

組合せ（クロス）に選択する項目に階級区分を追加 

新 旧 

所定内給与額階級１（26区分） 

所定内給与額階級２（67区分） 

きまって支給する現金給与額階級１（26 区分） 

きまって支給する現金給与額階級２（67 区分） 

超過労働給与額階級（67区分） 

年間賞与その他特別給与額階級（65 区分） 

所定内実労働時間数階級（20区分） 

超過実労働時間数階級（56 区分） 

所定内給与額階級（26区分） 

資料３の参考４
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